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要旨：小説の刺激は読書、文学館、愛好者との会話で得られ発信しているホームページによって borderless な環境で発信

されている。こうした本人記述は心理学的知識により自伝的記憶の再構成というような編集ができメディアコンテンツへ

の進展、文学研究者の研究刺激によりＨＣＩでの uncertainty 状況へのガイド、旅行コンテンツへ文学史的視点をいれる

ことを可能にした。本人記述を事例に小説刺激によるコンテンツ分析、情報処理、文学研究を評価に用いた。 

 

キーワード： 自伝的記憶 旅行記 HCI uncertainty 文学史 記述の解 

 

Abstract： Handout had stimulated homepage writing and new though is born as psychological content recognized in common 

scientific knowledge. Case study has made clear new analyzing on writing for homepage and new type of novel coming up. 
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１． はじめに 

ホームページは個人発信もあり本人記述で作成されている。

Blog、電子掲示板、ツイッター、Facebook、Linkedinの利

用の中で本論文で文章記述の考察対象にしたホームページ

での本人記述は電文、短文型から想起記述、刺激記述、テ

ーマ記述、主役的人物設定による記述という記述の性格で

分類された。プロバイダー利用によるホームページ発信は

1994 年からでプロバイダー数は現在 3社、発信のホームペ

ージの特徴でプロバイダー利用が分けられている。 

 

２． 方法 

 

ホームページ分析には情報処理学会での交流で見聞した専

門用語、情報処理の手法を用いた。事例記述の分野では日

本心理学会、日本社会心理学会、東海心理学会における事

例研究を土台とした（論文、ポスター）。 

本人記述は 2011 年 3 月 11 日の東日本大震災から記述が増

えた。1992 年秋から情報処理学会、日本心理学会などにお

いて論文発表するようになったがデータはアンケートに対

する記述データであった。記述データが本人記述に変わっ

たのはメール利用におけるセキュリティの問題からである。

本人記述には心理学的知識による検討を加えデータの信頼

性を維持するようにはかった。記述には英語による海外か

らのメール文もある。メールなどの通信手段には「コミュ

ニケーション」分析を行なった（電子情報通信学会）。 

 

３．情報処理の進展 

 

3.1 Awareness―小説とエピソード 

日々ふれる情報の中で小説に関する記憶が町、対人関係で

起きホームページ記述において 1 つの要素をしめてきた事

実に気づいた。小説の分野はパルプフィクションで事例想

起の場所は横浜の港北新興住宅地で時期は昭和 61-64 年で

ある。ホームページの 1 つの性格に町、企業などの広報誌

に似た情報の提供への反応が記述がある。広報誌、小説、

小説家とホームページ記述との関係をみる。事例： 

横浜、電鉄会社広報誌の写真記事「佐藤愛子」、知り合いが

愛読、知り合いのことのホームページでの記述で佐藤愛子

のことが出て知り合いのマスターズ挑戦、ドンフレイーザ

ーなどの選手の話題が記述に出る（表１）。他の小説家を話

題に出した人のことは思い出し記述へのストックになる。

小説への検索で情報をためておけばホームページ記述がう

まく多く書ける。 

名古屋でみると広報誌が町での情報を提供し記憶される人

物があり社会心理学論文で作った大学の群で再認される。

俳優も記憶にあり名古屋で講演した人の話題からの記述も
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生まれる。名古屋市内白壁に文化の家があり女優川上貞奴

の記録がある。城山三郎の展示が一角にあり城山義弟の講

演の「城山三郎のもてなし」を聞き記憶再認のもてなしを

受ける。川上貞奴、城山三郎、ホームページ記述が対人関

係からホームページ記述を生む。直接、城山三郎の講演を

聞いて話題にして相手の反応を記述でカテゴリー「会社職

場」の html にすることができる。ホームページ記述は町、

スポーツ、会社職場という形でそれぞれ記述が展開しワー

ドで語数管理を行なうファイル管理に発展する。こうした

記述の場合小説にふれている人の記述に実名でよいかどう

かの記述抑性が出てくる。 

神戸で広報誌に期待したのは１９０８年来日し神戸に１０

日滞在した FinlandのMannerheimの情報であり調査のきっ

かけとしてのMannerheimの中国での情報、日本への航路、

神戸での旅館記録であった。Helsinki でのMannerheimの家

で得た情報が神戸での調査を生んだ。Finlandへの旅行前に

は横浜の図書館で「くし」という Finlandの小説を知り（横

浜山内図書館）Finland を知る有効な小説となり Finland の

人と話す話題、ホームページ記述に出る内容となった。

Finland向けのホームページは最初Helsinkiでマイクを持

った女性に会ったことから写真を入れたホームページを作

ったことから始まった。ホームページには blog、ツイッタ

ー、Facebook、Linkedin の要素と小説記述的要素、テレビ

的メディア性が生まれた。Mobile とコンテンツの利用で他

に広報誌には旅行、ウォーキングに関するものがあり文学

館への案内、町の小説家の紹介をするものがある。横浜、

大仏次郎、吉川英治、岐阜県中津川市馬籠、島崎藤村、金

沢、徳田秋声、福岡「福岡北九州に強くなろう➂」（福岡シ

ティ銀行編）などで小説家の記録を知ることができる。こ

れらは現実の存在からホームページ記述を生んでいる。 

 

3.2 Bumped fact 

インターネット時代にスーダンから Oslo、Amsterdam に学

んだ Ben Daniel は偶然の出会いの重要さを論考した。さ

らに Ben Daniel の研究の Keywords は検索で virtual 

communities /social capital /Bayesian belief network 

intercultural collaboration awareness trust social protocols 

 knowledge sharing とフォローできるがホームページ記述

の特性として一過性、一時の glanceという情報発信である

ことが認知されていることが大事と考える。この考えから

小説のある町の図書館というものを考察する。 

 

3.3 町での心象と小説の理解 

町での人の見かけが起きた時にその後小説を読んで全く場

所、状況が違うのに見かけの理由に腑に落ちるものを感じ

ることがある。具体的に何月何日と特定できないが昭和の

６１年から６４年頃とみることはできる。小説は pulp 

fiction で「死角」、プロンジーニが思い出される。この時

期はワードはまだなく思ったことはワード文章にないが記

憶は残り大分経った２０１４年 American Pulp の著者の

講演を聞いて見かけのことを再認する。 

再認の時期にはテレビの director の講演を聞いてドキュ

メンタリー作りのシナリオのような文章が生まれシーンが

プロットされる。町での見かけは１人でなく１人の見かけ

は３回ほどとか思い出される。見かけには異常さも感じら

れる光景があるからホームページに時間をおいて３０年経

ち記述されることがある. 

 

3.4 図書との出会いと記述の開始 

情報の世界 図書館での刺激 

図書館での図書との出会いで日々のワードでの想起記述が

出ることがある。 

具体的に「政治の代償」（ボブ・ウッドワード）の文中の言

葉で自己体験が記述できた。この記述で時代も場所も違う

職場が記述でき、また時代も場所も違う小説「点と線」を

読み得ることがでる。この事例はパソコン、インターネッ

ト利用の日々での人文科学とコンピュータのテーマと考え

る。日々のワード打ちは web 日記、心理学でいう自伝的記

憶の記述のカテゴリーに入る。図書の刺激による想起記述

は日本の小説、海外の小説で生まれている。文学研究家の

言葉は poem logic、pulp fiction、「大地震記録は小説

で残す」の枠組みを与える。小説での記述を現実に見た人

物の表情で信ぴょう性を吟味したのは1990 年代である。 

目的、作業：人名、コンテンツ検索が可能な小説などの記

述物からの刺激による本人記述を点検、その意味すること

を情報処理で捉え記述作品としての止揚までを考察する。 

 

 

4. コンテンツマネジメントと市場 
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広報誌、図書 小説を話題にした人の話題 ホームページ記述 小説連想、コンテンツ 

電鉄、佐藤愛子 マスターズ ドンフレイザー 旧宅近くで大地震の揺れ 蒲田行進曲、他小説スポーツ 

観光、宮沢賢治 ML 案内のホームページ 花巻盛岡旅行記 萬鉄五郎絵葉書、エピソード 

書店、消されかけた男 アガサクリスティ Big data での愛読者生起率 ベルリンの壁、友人、講演 

図書館、米財務長官３点 アテネ、名大、立命館大個別 言葉、状況での引用記述 DARK POOLS、panic 事例 

 

表１：広報誌、図書館での図書による情報、現実の想起 

 

4.1 メディア性と小説 

 

社会心理学の論文で「都市の心理的風景」を連続研究し、

いくつかの都市での体験的心象を記述データで入手し論文

構成にした。大岡昇平の「事件」は現実に小田急に小田原

から乗り移動した時に個人発信 html で記述される想起に

なる。町の見かけに小説的理解が生まれ、時間をおいて小

説の理解が新しくできる。その過程は本人記述でホームペ

ージに記載される。ホームページの数は多くなっており１

９９４年からのいくつかの html カテゴリーで記述が生ま

れる。具体的に横浜市の新興住宅地での「事件」という認

知での環境の見方と学生時代からの対人の消息への情報の

流れの遮断がある。豊田穣小説の記述者の現実もある。 

 

4.2 現実にいる小説に書かれた人物の検証 

 

豊田穣は岐阜県本巣の生まれで海軍で終戦の後新聞記者と

なり小説家になった。関心は「四本の火柱」に書かれた椛

島千蔵が東急田園都市線で小説の載った「オール読物」を

紹介することで始まる。小説での記述に検証を感じ早稲田

大学の心理学会で表情記述について考察した。 

ポスター発表（引用２）での小説の分析、現実にいる人物

と豊田穣「四本の火柱」、椛島千蔵 表情の記述 時間をお

いての人名検索で海軍記録、テレビコンテンツが出る。 

清河八郎、記述した小説家による違いを感じた。藤沢周平

は鶴岡記念館で再認、柴田錬三郎は岡山文学館で記念展示

を見た。清河は幻燈記録があり学会の研究会で PPT で表示、

反応を得た。小説からの史跡見学はない。心理学的記述を

講釈されたデータ記述提供者と愛読藤沢周平「回天の門」

への所感、柴田錬三郎は斎藤姓で一族ということへの想起

でホームページ記述が出ている。 

飛田穂州 早稲田大学図書館での引退までの記録で私のお

じの野球を教えた竹内愛吉の野球部での存在の大きさを知

る。 

これらはホームページで時に記述され本人の所感、人の読

書所感、文学館での記念展示で記憶されるコンテンツとな

る。ホームページの種類は鶴岡、岡山、岐阜、加茂と図書

との出会いから文化のカテゴリーになる。岩手のホームペ

ージの場合、文化的なものが東北旅行記録で書かれている

が東日本大地震で記述がその延長でむつかしくなり宮沢賢

治を大地震後フランスが評価したことなど別の記述による

ホームページ構成が検討される。 

 

4.3 モバイル、見かけの心理学的論考の発生 

Not car: 小説、町が心理学的に考察対象になることは横浜

小説家 学会 情報処理 心理学における討議 検索 html 本人記述 検索 pdf 連関 

島崎藤村 対人関係分析のデータにした 中津川岡山 html 仙台、情報、重要さのテーマ 

司馬遼太郎 池波正太郎と合わせ当時の職場心理学記述 中津川瀬戸の想起 html 名古屋研究資料が上海で検索 

豊田穣 事件性への組み込み 岐阜愛知、心理学 Html 管理の html、小説と現実 

徳田秋声 登場人物職業心理学的時代考察linkedin 心理学想起初期 html 徳田記述におじいさんが出る人 

Graham Greene human computer instruction 記述に刺激 システム、心理学 大地震後の総理行動記述 

ゲーテ ゲーテのいる町 都市の心象 欧州旅行 写真 写真、短文で pdf 装丁 

アンデルセン Hypertext の学会 Usability HCI 研究 日本の Denmark 研究 

 

表２：検索検証における本人記述と小説家 
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市の新興住宅地に関し２００８年に出来事を生む。抑制さ

れた記述がホームページに生まれテレビで見る人間の車で

の町での見かけが現実記述に生まれた。 

「類似性のない不連続な出来事で思う現実的意味合いへの

心理学的考察」（２００６年会場福岡 JPA）  

車での町での見かけ（元総理大臣、元野党党首、元プロ野

球監督等）の心理学的考察は町での体験をホームページに

記述することで記録となるが電文短文型で not car（車で

なく現実に話したいの意）とカテゴリーされる。 

映画刺激：会社職場で文学的に気がかりの解決を pulp 

fiction という小説に求めたことは職場の時期が１９７０

年（昭和４５年）であっても３０年時間経過し、海外学会

査読メールにI regretという言葉が出たことの理由を３０

年ほど前の職場の記述、ホームページを点検することで見

直しが始まる。１９７０年は１１PMなどテレビの話題が職

場で見られた時期でその角度でテレビの変化を産業・組織

心理学会の論文テーマとして構成した。このタイプの記述

は組織分析の html、ワードの語数管理へと進展する。新興

住宅地での会社の教育施設、寮などとの住民環境検証記述

の過程で時期はずれるがアメリカ映画の Pulp Fiction

（1994 年）、９ to ５（1980 年）の検索コンテンツが１

９７０年職場を見るのに再認された。Html コンテンツ 

のメディアコンテンツへの進展を意図する発想が生まれた。

Html、pdf の発信が PPT、パワーポントによってテレビ、映

画性が出るという考えでシナリオ作りに html の文章が活

用される。パワーポイントを活用した「インタービュー」

のコンテンツがあり愛知工業大学の学生による「城をたて

よ」（主役西田敏行、監督プロ）の映画作りがあった。 

小説再認：語数管理されたワード文章には２０１５年日本

心理学会名古屋国際会議場でのポスターハンドアウトの刺

激で自伝的記憶のファイルとして心理学的な考察対象とな

った。本人記述に居住した町の小説が出てくることになる。

学生時代、中野居住、講演で大江健三郎、安倍公房、江藤

淳、司馬遼太郎、「鑑真」協力で井上靖のこと、同人の人で

五木寛之を話題にした人と出て小説そのものでなく人生の

過程に話題に出た小説家記述としてホームページに載る。

情報のフィードバックで海軍兵学校生徒・卒業生名簿を見

た時に海軍の成り立ちで安倍公房の「榎本武揚」を思い出

し想起記述につながる。 

小説再認はパソコンがない１９６０年代ー１９７０年代の

短文の本人記述への見直しという心理学的考察にさかのぼ

る。社会心理学による Uncertainty, Panic, Disaster へ

の考察―本人記述の短文再考、キーワード選定によるデー

タ群設定からの時間経過認知―（2016 年日本社会心理学会

論文）では三段階の記述をポスター発表で説明した。想起

の記述、テーマを設定し想起、刺激で記述、特定人物の設

定で記述すること、想起、刺激が記述の始まりとなる。２

００８年のリーマンブラザーズ倒産の年の経済的問題への

考察は「ウォール街のアルゴリズム戦争」（スコット・パタ

ースン、日経 BP 社、２０１５年）により特定人物を想起、

小説的に記述を生んだ。（例、S1,S2 と心理学的事例記述）） 

 

4.4 検索による小説家の記述における発生 

ホームページは職場、町、旅行というカテゴリーで記述さ

れている。検索という情報処理で多数あるホームページで

記述したと記憶される小説家がどのように検索表示される

かをみた。サンプル的に小説家と検索ホームページ事例を

表１に示した。 

島崎藤村、インターネット考察、出身地中津川、文学館訪

問岡山の地域、県のホームページ、コンテンツ提供システ

ム、重要な情報への認知、情報処理、社会心理学の論文 pdf

で見られた。東日本大震災に特定人物として島崎藤村を設

定し新たにワード文書を起こすことができる。 

司馬遼太郎、サラリーマンに人気のある小説家で岐阜県中

津川市、愛知県瀬戸市に特定したホームページで検索され

心理学にカテゴリーされるホームページでも見られた。「名

古屋研究」の説明文が上海のコンテンツ紹介ホームページ

で検索された。本人記述の自伝的記憶の記述として司馬遼

太郎を話題にした先輩社員で文章を起こすことができる。 

豊田穣、小説に記述された人の「オール読物」掲載「四本

の火柱」から知る。岐阜県出身で岐阜県立図書館に豊田穣

文庫があり記述についての考察に情報源がある。森村誠一

の「ミッドウェー」に計器についての豊田意見が書いてあ

る。補虜になった体験から小説記述について記述真意の確

認記述を同県出身者として考える。 

徳田秋声、情報処理の Groupwarte と networking の論

文にみられ検索された。「調査ニーズ、状況再認にどこまで

検索、コンテンツの信頼をするか： コンテンツ評価、制

作」、英文タイトル、 

Content Evaluation and Making Media Content― From 

Content Assessment in viewing knowledge of Systems 

Thinking and Psychology to Media Content― 

金沢工業大学で行なわれたもので文学館訪問、それによる

「あらくれ」の高峰秀子による映画化、「仮装人物」につい
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ての新藤兼人の映画化したい意思表示のビデオなど見るこ

とができた。「縮図」と合わせ三作品読んだが登場人物の職

業による時代の理解、Linkedin などの個人情報表示のソー

シャルメディアの時代での徳田秋声作品の評価を記述した

いと意欲がわいた。情報処理の AIのセッションで島崎藤村

作品で対人の動きをみたという人と意見が交換できた。島

崎藤村、司馬遼太郎、徳田秋声については文学研究でなく

記述、検索から以上の次の記述動機が得られたことを記す。

表２のグリーン、ゲーテ、アンデルセンについては次の文

学研究者のハンドアウト刺激で考察後記す。 

 

5. Mobility, Interaction とホームページ分析 

 

5.１ 文学研究者の研究発表での刺激生成 

観光、旅行記、活動記録がホームページで制作されている

html、pdf のコンテンツについて評価、制作品質向上など

に有効であると考えられる文学研究がハンドアウトに見ら

れた。 

藤岡伸子「小島烏水のアルピニズム翻訳と言文一致ーー風

景生成と表現革新のダイナミズムをめぐって」のハンドア

ウトの関連年表には島崎藤村「破戒」が田山花袋「紀行文

について」（無署名）と１９０６年、１９０７年と１年の違

いを知ることができる。田山花袋は紀行文デビューは１８

９６年、「日光山の奥」とある。樋口一葉２５歳死去の年で

ある。小説家刺激は会社職場で「蒲団」読んでいた人の自

慢へと導く。１９０７年「蒲団」、読者１９７５年頃の

episode、I REGRET を海外学会査読メールから１９７０年

会社職場記述に追ったようにこのシーンも自伝的記憶の記

録では意味を持つ。ハンドアウトによりホームページでは

モバイルな木曽路観光外人が写真と一緒にユビキタスな感

覚で html に載せられたが木曽路の島崎藤村を同時代の田

山花袋の記録と合わせ記述する方向が得られた。 

高校の国語教師の授業での田山評価など自伝的記録のホー

ムページに入れることも文学を 1 つの分野と考え行なって

いけることである。Html の構成要素に文学を入れた意識が

記述に向上、進展を生むと思う。 

１９９４年からのホームページ発信において学会での国内

海外での移動、旅行、旅行者との出会いで Mobility のコン

テンツが増加し IE 研究者の「アメリカ旅行記」を pdf で

Oslo の心理学者の「ブラジル旅行記」などを html で得ら

れた。旅行ガイド的に Stockholm発の日本人学生の html、

メールマガジンによる海外旅行日記、９．１１テロ後のア

メリカからの html、banner 提供が記憶されるが発信に忙し

く紀行文としてのコンテンツ提供は考えていなかった。ホ

テルでふれた異質文化の記憶はエッセイ風な記述を生む、

他の想起文とある時点で juncture を生み、別の事態の説明

に記述が起きることがあり自然の流れで本人記述のもたら

すものを自覚した。紀行文として pdf ppt htmlが考察対

象になる。juncture 生起を思うと短文でも重視が考えられ

る。html には写真が掲載される場合があり photo memory 

scene memory が html で出てくる。時間が経つと写真の意

味合い等の解読が起きて個人資産的デジタルアーカイブへ

の意識ができる。インターネット利用に旅行では Bach等が

コンテンツとなりドイツ、イタリア、スペイン、デンマー

クの旅行でゲーテ、アンデルセンが旅行記で想起された。

表２のゲーテはインターネット考察、ホームページ提供の

方新、コンテンツリストのホームページに見られ特に写真

等で pdf コンテンツが用意されている。アンデルセンもホ

ームページ提供方針で人名検索されるが海外の学会で

hyper text をテーマとした国際学会が途絶えたことがコン

テンツ制作、アンデルセン交流に影響した。 

方向：紀行文の文学研究者による研究ハンドアウトは旅行

という事の記録としてインターネット時代に pdf、html に

よるコンテンツをリストアップさせる。このことは発信ホ

ームページでの新しい社会現象を知ることになる。どこで

もパソコンがあれば旅行での所感が書き込める Nifty の

「さくさく君」というものがありドイツなどでの旅行で

Baden Baden など書いていると東京で昼食時、Baden 

Baden がよかったなど知らない人がいうことがあった。 

旅行関係の html はまた美術館―大英博物館、町で会う人 

国際学会で会う人など分類することができる。本人記述で

会社職場、国内移動でまたいろいろ小説、小説家の話題、

旅行先近くに文学館など記述があり記述が追加できる。

Html の文章量は少ないが写真で html が意味を出すことも

ある。 

論文の分野でマンマシンコミュニケーションにおける友好

感情生起の研究（情報処理学会）、名古屋研究（東海心理学

会）、ヒューマンコンピュータインストラクションと 9回以

上の連続研究、関連論文の発生がある分野が本人記述でで

きた。html も岩手、静岡、岡山、山口・福岡と県、地域で

作られ小説、小説家で記述が増える予定になる。 

文学と関係してどのようにこれらの記述をみるかの問題が

あるが、心理学の考えで想起記述、テーマ記述、対象人物

特定の記述と記述段階を作った。テーマの記述に東日本大
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地震と菅直人総理大臣などラジオ放送の刺激を中心に記述

することができたものがある。 

Mobility のテーマの場合、Helsinkiでの Hemingway などエ

ッセイ風に書き出すテーマもある。Cuenca で会った

Hemingway に似た人のことも書き出しはできる。こうした

場合の記述に感情の生起が大きな影響を持つ。 

コンピュータの分野で episode、情動知能研究との接触が

生まれる。 

 

5.2 文学研究者刺激２ 台湾舞踊の理解から HCI の理解 

学会説明で出席者が「説明が書いてあるんじゃないか」と

画面への漢字説明を言ったのは「林懐民の現代舞踊（コン

テンポラリーダンス）の叫ぶ台湾史―小説から舞踊言語へ、

星野幸代の説明に対してであった。。個人の株式取引口座の

使用中にパソコン画面に理解に苦しむメッセージが出るこ

とがある。メッセージに従わないと通告が実施され被害が

起きること、メッセージが時間で消えることなどある。画

面の理解を助けるために通信機器、メール、電話、fax を

使うことも起きる。台湾舞踊における小説家から舞踊家へ

の転身の case study とみることもできる。舞踊＋言語＋

画像の意味するものへの文学研究者の考察はヒューマンコ

ンピュータインストラクション、パソコンにおけるホーム

ページ利用、商用口座画面での usability、security を似

た状況として想起させる。 

これと別に台湾メディアについて世新大学の東日本大地震

後の分析で日本で関心を寄せられた人物は石原慎太郎、菅

直人、AV女優という結果があり台湾のリーダーに対する反

応が報告された。異なる文化での現実理解はホームページ

文章にも起きる。 

 

5.3 事例、HCI、著者、研究を知る場合  

私の本人記述でワードが利用される前の原稿用紙記述に

「システムデザインと人間行動」、「コンピュータの病理」

というものがある。こうした 1970 年から 1980 年代、心理

学はシステムと人間を次のように考えていた。 

コンピュータシステムにおける人間を捉える場合、人間因

子という見方、事故、機器の usability と人間の適合性を

みることは長い歴史を持つ。文学 The Human Factors で

コンピュータ環境、システムと人間を記述する場合はもっ

と記述が具体的でどこで何をを確認する場合、日記、メモ、

学会記録など見直す必要性が出てくる。この記述が必要に

なったのは小説の文章の流れがよく翻訳「事件の核心」に

迫れると思ったからである。 

心理学を人文科学、自然科学と考えるか対象分野で判断は

異なるが研究方法として記述データを使うことで人文科学

と考えた場合、状況における不安、恐怖を感じた記述デー

タが事態究明のデータとして尊重される。この尊重時期は

潜在的な感情の意識が小説による見かけ記述、Pulp 

Fiction での見かけへの納得性、小説の例えで人に言える

という事態に入る。例、江東区で聞いた行方均の都市伝説

の話を不確かな事例で出すと話の流れができる。 

 

5.4 記述による解の方向 

通信と環境：東京の町がある。居住する横浜から距離があ

る。この間にメール、電話がある。個人情報がむこう（証

券会社）にはある。こちらには HCI 感情しかない。相手は

どうしてる、不審、不安、恐怖。こうした感情はメールで

出たもの、受発信システムで出るもの、電話で出たものと

分類できる。事例はは HCI での usability、証券会社のコン

プライアンスの問題として証券会社、親会社、警察、弁護

士とコラボレーションのない世界の問題となっている。 

The Human Factors の人物を小説的に記述していく。他の

htmlとlinkがかかるか、別の記述とjunctureがかかるか。

記述による事態説明の解がえられることがある。 

人文科学とコンピュータの新しい課題として小説刺激から

html 分析、事件性問題の解決を提起する。 
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